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細目(チェック項
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観）と密接な関係にあ
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方針）と密接な関係にあ
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プログラム参加者

伝える工夫(実験、
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一連のプログラムの
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質疑応答の時間は

3 
「本チェックリストは

ンのプログラム実行ス

にあった、分かりやす

体験、見える化、繰り

て、ゴールイメージ（達

フは共有していますか

ルに過密さはありませ

齢など）・状況を意識

分な数のスタッフが配

担は明確ですか 

験者が配置されていま

れの専門性を持ってお

部（ＮＰＯなど）の協力

する際に、アイスブレ

、構成、つながりは適

の実施時間の配分は

のプログラムと座学プ

の中に、独自の目玉

かる喜び(インパクト)を

は十分に確保されてい

「CSR 活動の評価検討会」（主

ステージで、安全確実

細目(チェック

すい内容、表現になっ

り返しなど)をしていま

達成目標）を描いてい
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せんか 

識して日程、スケジュー

配置できますか 

ますか 

おり、参加者の質問に
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レイクなど楽しい雰囲気

適切ですか 

は適切ですか 

ログラムの比率は適

プログラムはあります

をプログラムに盛り込ん

いますか 

主催：J-POWER，事務局：

な活動実施のために

ク項目) 

っていますか 

ますか 

いますか 

ールを組んでいますか

に答えることはできま

気作りのために工夫を

切ですか 

すか 

んでいますか 

日本環境教育フォーラム）の

にチェックすべき項目

か 

すか 

をしていますか 

の成果の一部です。（2016 年 33 月作成） 

□ 

  

□ 

□ 

  

□ 

□ 

  

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

  

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 



 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

大項目 

安

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目 

安全管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

 

プログラムに潜在す

プログラム実施前

雷や荒天の際に活

雷や荒天に備えて

プログラム実施前

万一に備えて、連絡

プログラム期間中

安全管理の専任ス

万一に備えて、保険

  

プログラムの進行管

プログラムの進行管

プログラムとプログ

  

プログラムを構成す

プログラム実施のた

参加者が体験した

プログラム実施者

プログラム実施者

個々のプログラムの

  

[1] ただ正確に管理

4 
「本チェックリストは

する危険(リスク)をス

にフィールドを下見（危

活動を実施するかどう

て、代替プログラム（雨

に、参加者にフィール

絡網、連絡手順を定め

は連絡網、連絡手順

スタッフを配置していま
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「本チェックリストは

以外の第三者目線のふ

以外の第三者から、最

者、オブザーバー、視

共感や賛同は得られ

改善点や付加すべき

ス乗務員、旅館・食堂

を取っていますか 

では評点方式のほか

は定量分析や変化率

には、ネガティブな指

は高かったですか。

成できたと評価できま

に、特筆すべきコメント

の回収率をチェックし

に謝意や賛辞のコメン

は、プログラム実施者
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ふりかえり(アドバイス

最も評価された点、工

視察者)とヒヤリングの

れましたか。 

き点などの提案はあり

堂の関係者、公園管理

か、記述方式を設けて

率分析ができるように設

摘を受ける質問や改

すか(ゴールイメージ

トはありますか 

していますか。 

ントはありますか。 

・スタッフ、参加者以
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改善提案を集める質問
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加者にとっての学びな

げられるなどの当初想

発信するなどの、当初

いなかった効果、社会

、参加後)[3]などの効

用対効果計測手法を

加前の期待と参加後

的に評価するための

表的なツールとして

Return On Investm

「CSR 活動の評価検討会」（主
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想定していなかった効

初想定していなかった

会的な影響はありまし

効果計測手法を導入し
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の満足、前年度との

シートがありますか。

ては、khcorder など

ment)とは、費用対効
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ク項目) 
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た効果、社会への影響
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の成果の一部です。（2016 年 33 月作成） 
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「本チェックリストは

ンの内部評価形成の

（誰が主体となって自

価には、協働パートナー

直後に自己評価を行っ

グラム実施直後に行

部の第三者目線を活用

加者アンケートを活用

性をもたせる工夫を取

たり、以下の項目等の

解、関心の高まり 

ラムの工夫、改善策の

ム)に対する社内から

価 

プログラム実施者の評

「CSR 活動の評価検討会」（主

ための事前の準備、

細目(チェック

己評価するか）は明確

ーなども参加しますか

っていますか 

行ったプログラム実施者

用していますか 
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取り入れていますか

のウェートを意識してい
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評価を指します 
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評価[6]の形成 自

 

 

自

（書

 

 

 

 

中項目 

課題の抽出 

改善策の検討 

自己評価のまとめ 

自己評価の見える化 

書類化、文書化） 

112.

113.

114.

115.

116.

117.

118.

119.

120.

121.

122.

123.

124.

125.

 

 

課題は抽出されま

それは改善すべき

改善すべき課題に

  

改善すべき課題に

原因とする事柄を

立案したものから

改善策について、

  

自己評価の中で抽

自己評価の中で抽

  

下記の項目に配慮

a. ビジュアル化（臨

b. 数値化（アンケ

c. 変化率の掲示（

d. 第三者意見（活

e. 成果、課題、改

 

  

[6]内部評価は、社

9 
「本チェックリストは

ましたか 

き課題として判断しま

について、スタッフ(協働

について、その原因を

を踏まえて、幾つかの対

、適切な改善策を選択

スタッフ(協働スタッフ

抽出した成果について

抽出した課題について

慮して自己評価を文書

臨場感を伝えるために

ートなどの回答をなる

（参加状況、満足度な

活動に関わる第三者の

改善策を明確に示す

社内の評価を指します

「CSR 活動の評価検討会」（主

細目(チェック

すか 

働スタッフを含む)で認

を分析・把握しています

対策・手立てを立案し

択していますか 

フを含む)で認識を共有

て、優劣をつけたり、ポ

て、対応する改善策を

書化していますか 

に写真を多用するなど

るべく数値化、定量化

などを対前年比などで

の意見などを収集して

す 

主催：J-POWER，事務局：

ク項目) 

認識を共有しています

すか 

していますか 

有していますか 

ポイントを絞っていま

を立案していますか

ど） 

化して表現するなど）

でその変化を計測する

て参考に掲示するなど

日本環境教育フォーラム）の

すか 

すか 

るなど） 

ど） 

の成果の一部です。（2016 年 33 月作成） 
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大項目 

 

自
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中項目 

自己評価の活用 

経営層との報連相 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

126.

127.

128.

  

129.

130.

131.

132.

  

  

133.

134.

135.

136.

  

 

 

 

 

 

 

 

自己評価は、部門

自己評価は、協働

自己評価は、経営

 

活動に関して、定期

a. 年間で数回程度

b. 年間で数回程度

c. 月に数回、適宜

d. その他 

  

報連相する内容に

a. 年間計画の概要

b. 計画の進捗、実

c. 発生した課題、

d. 年間の活動実績

  

 

 

 

 

 

10 
「本チェックリストは

門の中で活用(認識共

働パートナーと活用(認

営層に報告しています

期的に経営層と報連

度（定期報告) 

度（定期報告）に加え

宜進捗状況、現況や課

に以下の項目は含まれ

要 

実績報告、特筆すべき

従来との違い、傾向

績（成果、課題、改善

「CSR 活動の評価検討会」（主

細目(チェック

有)していますか 

認識共有)していますか

すか 

連相していますか 

、適宜報告事項があ

課題について報告・懇

れていますか 

きトピックスなど 

、関心の変化の様子

善策） 

主催：J-POWER，事務局：

ク項目) 

か 

あれば報告する 

懇談する 

子など 

日本環境教育フォーラム）のの成果の一部です。（2016 年 33 月作成） 
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中項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

137.

138.

139.

140.

141.

142.

143.

144.

145.

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報連相は役員会な

報連相は公式の場

報連相する役員は

担当役員だけでは

経営層との報連相

経営層との報連相

経営層との報連相

経営層との報連相

報連相する際に、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 
「本チェックリストは

などの公式の場で報告

場以外でも、必要に応

は明確ですか。 

はなく、経営トップにも

相で、ＣＳＲ活動の一般

相で、ＣＳＲ活動の副次

相で、自社にとってのＣ

相で、次の改善目標を

経営トップや役員から

「CSR 活動の評価検討会」（主

細目(チェック

告していますか 

応じ、担当役員等に対

報連相しますか 

般的な意義や効果に

次効果（次世代の社員

ＣＳＲ活動の意義（＋

を明確にしていますか

らのコメントやコミット

主催：J-POWER，事務局：

ク項目) 

対して行っていますか

について話し合っていま

員育成など）について

＋αの意義）を明確に

か 

メントを引き出してい

日本環境教育フォーラム）の

か 

ますか 

て話し合っていますか

していますか 

いますか 

の成果の一部です。（2016 年 3

か 

3 月作成） 
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内部理

  

社内理

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

理解と組織定着に関す

大項目 

 

理解の形成 社

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する事項 

中項目 

 

社内向けの情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

146.

147.

148.

149.

150.

151.

152.

153.

154.

155.

156.

157.

158.

159.

曼荼羅図 C ゾーン

  

実施したプログラム

a. 実施した都度、

b. ある程度実績を

c. 自己評価した結

  

内部向けに情報発

a. 紙媒体（社内報

b. イントラネットな

c. その他の媒体（

d.  研修（担当者研

e. 個別に懇談会を

f.  その他（外部で

  

情報の内容、訴求

a. 活動（目的、自社

b. 参加者の声（感

c. プログラム実施

d. 参加勧誘、新規

e. その他（社外の

  

 

12 
「本チェックリストは

ンのキャパシティ・ビル

ムの概要を、内部向け

情報化する 

をまとめて、その概要

結果をとりまとめて、年

発信するにあたり、以

報やパンフレットなど）

などの社内向けｗｅｂ媒

（会議での報告、クチ

研修、新入社員研修な

をひらいたり、現場機

で取り上げられたこと

求点として、以下の点を

社にとっての＋αの意

感想、評価、楽しさや喜

施者の声（準備の苦心

規参加、サポートの呼

の第三者の声、経営層

「CSR 活動の評価検討会」（主

ルディングのステージ

細目(チェック

けにどれくらいの頻度

を情報化する 

年に１，２回情報化する

下のツールを使用しま

で情報化する 

媒体で情報化する 

コミ、社内の掲示板な

など）の場を使って伝

関に出かけて懇談す

（記事、褒賞）を内部情

を含めていますか 

意義）の紹介 

喜びの様子）を伝える

心、手応え、実感、そこ

呼びかけをすること 

層の受け止め、今後の

主催：J-POWER，事務局：

で、会社の社会性向

ク項目) 

度で情報発信していま

る 

ますか 

など）を使って情報化

伝える 

する 

情報化する 

ること 

こでの発見や学び）を

の予定や期待・展望）

日本環境教育フォーラム）の

向上に向けた基盤づく

ますか 

化する 

を伝えること 

の成果の一部です。（2016 年 3

りのチェック項目 

3 月作成） 
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大項目 
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中項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社内関係部門との交流

 

 

 

社内の受け止めの把握

 

 

 

 

160.

161.

162.

163.

164.

165.

流 166.

167.

168.

握 169.

170.

171.

172.

 

 

情報の見せ方につ

a. 簡潔さ、分かりや

b. ビジュアル化（イ

c. 効果や動向の数

  

外部情報を収集、

手本とする他社事

講演会や研修会に

  

ＣＳＲ関連部門（コ

広報・宣伝部門と交

本業部門と交流し

  

内部理解・浸透の

ＣＳＲ活動について

ＣＳＲ活動を担務（

ＣＳＲ活動に関する

  

 

 

 

13 
「本チェックリストは

ついて次のような工夫

やすさ、訴求ポイント

イラスト、表（工程表な

数値化（参加前と後の

習得して、社内の理解

事例の紹介や他社担当

に外部の協力を得てい

ンプライアンス、ガバ

交流して、相談できる

て、相談できる関係を

具合を把握するため

て、広く意見を聴く機会

兼務を含む）している

る相談窓口を開いてい

「CSR 活動の評価検討会」（主

細目(チェック

夫をしていますか 

の的確さ 

など）、写真などの利用

の比較、対前年度比較

解形成に活用していま

当者の経験や工夫を

いますか 

バナンスなど）と交流し

る関係を作っています

を作っていますか 

の工夫（アンケートな

会、身近に意見交換す

る現場や支店の担当者

いますか 

主催：J-POWER，事務局：

ク項目) 

用） 

較、経年変化の動向な

ますか 

知る機会(講演、研修

して、相談できる関係を

すか 

など）を実施しています

する機会を設けていま

者との懇談の機会は

日本環境教育フォーラム）の

など） 

修)をもうけていますか

を作っていますか 

すか 

ますか 

はありますか 

の成果の一部です。（2016 年 3

か 

3 月作成） 
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大項目 

報

 

 

組

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目 

報告会 

 

 

組織のキャパシティの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

173.

174.

向上 175.

176.

177.

178.

 

 

プログラムの社内外

報告会の機会を、

  

上述の情報発信、

上述の情報発信、

ていますか 

上述の情報発信、

に役立っていますか

上述の情報発信、

）など）の向上に役

  

  

  

  

 

  

 

  

  

  

14 
「本チェックリストは

外のすべての関係者

この事業に関係した

関係部門との交流は

関係部門との交流は

関係部門との交流は

か 

関係部門との交流は

役立っていますか 

「CSR 活動の評価検討会」（主

細目(チェック

者が集まって意見交換

各主体のネットワーク

は、組織の基礎力（実

は、組織の適応力（社

は、組織の管理能力（

は、組織の活力（意欲

主催：J-POWER，事務局：

ク項目) 

換する場を持っていま

ク作りに活かしていま

実行力、率先力など）の

社会的感度、柔軟性、

（効率的な資源配分、

欲喚起、人財育成、業

日本環境教育フォーラム）の

ますか 

ますか 

の向上に役立っていま

チャレンジ精神など）

行程管理力、リスク感

務や会社へのロイヤ

の成果の一部です。（2016 年 3

ますか 

の向上に役立っ 

感度など）の向上 

ヤリティ(誇りを持つ 

3 月作成） 

 

□ 
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□ 
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外部評

外部評

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

評価の形成に関する事

大項目 

  

評価[7]の形成 ＣＳ

 

 

 

 

 

 

 

 

外部

 

 

 

 

発信

 

 

 

 

 

 

事項 

中項目 

  

ＳＲ情報の発信状況 

部との交流、連携 

信情報の精査 

179.

180.

181.

182.

183.

184.

185.

186.

187.

188.

189.

190.

191.

曼荼羅図 D ゾーン

会社情報の発信に

 

会社のＣＳＲ情報の

a.（個々の）ＣＳＲ活

b.（個々の）ＣＳＲ活

c.（個々の）ＣＳＲ活

d.（個々の）ＣＳＲ活

会社のＣＳＲ情報は

  

経済団体（経団連

外部のＣＳＲ活動組

自社のＣＳＲ活動に

自社のＣＳＲ活動に

  

外部から「どのよう

その情報は、本業

考慮していますか

その情報は、ＣＳＲ

  

 

[7]外部評価は、社

15 
「本チェックリストは

ンの外部コミュニケー

に際して、会社のＣＳＲ

の発信に際して、以下

活動について、外部向

活動について、外部向

活動について、外部向

活動について、外部の

は、英語などでも発信

連など）・中間支援組織

組織、団体と交流・連

に関して、有識者、学

に注目している有識者

うに思われたいか」を

業やこれまでに培ってき

 

Ｒ活動の実績や成果

社外の評価を指します

「CSR 活動の評価検討会」（主

ションのステージで、

細目(チェック

Ｒ情報の発信の機会

下のような個々のＣＳ

向けのウェブサイトを持

向けの情報ツール（パ

向けに取材依頼などの

の褒賞・コンクールなど

信していますか 

織（日本ＮＰＯセンター

連携していますか 

学識者と交流・連携して

者、著名人、メディア、

イメージして発信情報

きた会社のイメージ（

に沿ったものになって

す 

主催：J-POWER，事務局：

外部評価形成に向け

ク項目) 

  

会はありますか 

ＳＲ活動の情報発信を

持っていますか 

パンフなど）を持ってい

の働きかけをしていま

どに応募していますか

ーなど）との交流機会を

ていますか 

、オピニオンリーダー

報を検討していますか

（我々は何物か、誰の

ていますか 

日本環境教育フォーラム）の

け留意すべきチェック

を行っていますか 

いますか 

ますか 

か 

を持っていますか 

ーはいますか 

か 

のために何をするのか

の成果の一部です。（2016 年 3

ク項目 

か）との関係性を 

3 月作成） 
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□ 
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大項目 

 

評価

 

 

 

 

外部

 

 

 

 

モニ

 

 

 

 

報告

 

 

 

 

中項目 

価形成のデザイン 

部の受け止めの把握

ニタリング結果と改善

告会 

192.

193.

194.

195.

握 196.

197.

198.

199.

善 200.

201.

202.

203.

204.

205.

 

 

情報発信から外部

情報を発信する対

情報発信に用いる

情報発信における

  

外部の受け止めを

モニタリングの方法

想定外の受け止め

モニタリング結果は

  

モニタリング結果に

モニタリング結果を

モニタリング結果は

モニタリング結果は

  

プログラムの社内

報告会の機会を、

 

 

  

16 
「本チェックリストは

部評価の形成に至るプ

対象（相手方）は明確で

るツールやメディア（媒

る双方向性（誤解を防

をモニタリングしていま

法、回数、頻度、定期

めがモニターされる場

は、他の調査（認知度

によって、発信情報を

を、ＣＳＲ活動プログラ

は、経営との報連相に

は、内部向けの情報発

外のすべての関係者

この事業に関係した

「CSR 活動の評価検討会」（主

細目(チェック

プロセスを描いて（デ

ですか 

媒体）は明確ですか

防ぐコミュニケーション

ますか 

期性などは適切ですか

場合の対処を検討して

度調査、市場調査）とク

を見直しますか 

ラムの改善に利用しま

に利用しますか 

発信に利用しますか

者が集まって意見交換

各主体のネットワーク

主催：J-POWER，事務局：

ク項目) 

ザインして）いますか

）を考慮していますか

か（過不足はないです

ていますか 

クロスして分析してい

ますか 

換する場を持っていま

ク作りに活かしていま

日本環境教育フォーラム）の

か 

か 

すか） 

いますか 

ますか 

ますか 

の成果の一部です。（2016 年 33 月作成） 

 

□ 

 

□ 

□ 

□ 
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□ 

□ 

□ 
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□ 

□ 

 

 

  



17 
「本チェックリストは「CSR 活動の評価検討会」（主催：J-POWER，事務局：日本環境教育フォーラム）の成果の一部です。（2016 年 3 月作成） 

プログラム改善、品質向上のための振り返り事項 曼荼羅図は、O⇒A⇒B⇒C⇒D⇒O と循環する改善システム。一巡後の改善のための基本姿勢を整理 

大項目 中項目 細目(チェック項目) □ 

ステップアップの 既存の活動の総括 206. いま実施している活動は、社会に貢献していますか □ 

ために   207. いま実施している活動は、本業の可能性を広げていますか □ 

    208. いま実施している活動は、社員の社会性、会社の社会性を高めていますか □ 

    209. いま実施している活動は、ステークホルダーとの交流を広げていますか □ 

    210. いま発信している情報は、外部のステークホルダーの期待に応えられる開示情報といえますか □ 

        

  社会動向、社会課題の把握 211. 新たに当社が取り組むべき社会課題は生じていますか □ 

    212. 新たに生じている社会課題は、当社の事業と密接に関連する課題ですか □ 

    213. 新たに生じている社会課題は、現在の活動と関連する課題ですか □ 

        

  活動の修正、再編成 214. 会社の基本的価値観に照らして、適宜、活動の修正、再編成を行う用意がありますか □ 

        

  CSR 参考指標（全般） 215. ISO26000 を参考にしていますか □ 

    216. GRI(Global Reporting Initiative)を参考にしていますか   

        

  CSR 参考指標（持続可能性） 217. SDGs(持続可能な開発目標 Sustainable Development Goals)を参考にしていますか □ 

    218. ESD(Education for Sustainable Development)の考え方を参考にしていますか □ 

        

  CSR 参考指標（環境関連） 219. プログラムに地球環境問題に関連するテーマを取り入れていますか □ 

    220. プログラムに生物多様性に関連するテーマを取り入れていますか □ 

    221. プログラムに、資源循環に関連するテーマを取り入れていますか □ 

  


